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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

人間学研究法の講義は、大学学部レベルにおいて研究法（調査法を含む）を一通
り学び終えたという前提で行う。したがって、リサーチプロポーザルやレジュメ
などの作成に不慣れな人は、研究作法についての事前学習をお勧めする。これに
は③、④、⑤に類するテキストが効果的である。

【予備学習ガイド】

人間学研究法

犬塚　典子・藤原　亮一　（オムニバス）

研究方法は人間や社会をどのように捉えるかという「認識論」と連動している。
認識論の歴史について基礎的な文献を一読することをお勧めする。研究法には大
きく分けて量的研究と質的研究があり、それらを包括的に理解し（リスト①）そ
の上で具体的な調査方法についての知識や技術を習得されたい。
テキスト②（これに準じた社会調査入門書も可）の内容理解は予備学習として必
要である。

①「人間科学のための混合研究法－質的・量的アプローチをつなぐ研究デザイ
ン」J.W.クレスウエル、V.L.プラノクラーク　北大路書房

②「社会調査の基礎」　北川由紀彦　日本放送出版協会　2015

③「アカデミック・スキルズ」　佐藤望　慶應義塾大学出版会　2008

④「社会学の方法」　新睦人　有斐閣　2004

⑤「質的調査法入門ー教育における調査法とケーススタディ」　S.B. メリアム
ミネルヴァ書房　2004
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参考文献

佐伯　胖著『「学び」の構造』東洋館、1975年

佐伯　胖著『イメージ化による知識と学習』東洋館、1978年

佐伯胖ほか著『子どもを「人間としてみる」ということ』ミネルヴァ書房、2013年

事前・事後
学習の内容

講義の展開過程で逐次、参考文献を紹介するので、できるかぎりそれらを事前に読むことが求め
られる。

履修上の注意 全講義に出席のこと

テキスト

J.レイヴ＆E.ウェンガー著佐伯　胖訳『状況に埋め込まれた学習―正統的周辺参加―』産業図書、1993年

評価方法
及び評価基準

講義の区切れ目で、レポートを提出する（50%）。講義の最後には講義全体を振り返ってのレ
ポートを提出する（50%）。それらを基に総合的に評価する。

状況論革命

正統的周辺参加論

「学校化」のおそろしさ

「学ぶ」ということの意味

考えることの教育

「わかる」ということの意味

「わかり方」の探求（１）

「わかり方」の探求（２）

授業に関する
連　絡

毎回、最後の10分で授業についての質問、コメントを「リアクション・ペーパー」に書いて提出
する。11～15回は当該書籍の1章を読んで、感想を出し合い討議する。

「ダイエット算数」とは何か

授業の概要

　いわゆる「学習」（動物を含めた生物の行動形成）についての心理学、すなわち学習心理学
は、20世紀後半から数度にわたって大きな変革を経てきた。とくに、人間の学習は、過去の学習
心理学と決別し、人間学の一領域として新しく生まれ変わり、発展してきている。そのきっかけ
を作った理論は、「正統的周辺参加論」とよばれている。講義では、この理論をさらに人間学的
観点から発展させた「学び学」を提唱する。

授業のねらい
・到達目標

　「学習」についての科学的研究は、長い間、行動主義心理学の考え方に支配されていたが、そ
れへの根源的批判から、認知心理学、状況論を経て正統的周辺参加論に至っている。講義では、
それらの経緯をたどり、人間学的観点からの「学び学」の考え方を習得することを目標とする。

授業の方法・授業計画

「勉強」と「学び」

メタ理論―理論のタテ糸・ヨコ糸・ナナメ糸

行動主義とは何か

認知革命とは何か

人工知能と学習科学

認知的徒弟制論

開 講 期 １・２年次

科 目 名 学び学特論

担 当 者 佐伯　胖
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